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な影響を受ける (Ohlsonand Staaland， 2001)。すでに筆者ら
は，横物多様性の呉なる放牧地に肉用牛を定置放牧し，多
様性の高い牧誌ではウシ血中ミネラノレ濃度およびバランス
が良好に保たれることを示した(水野ら， 2011; 2012 ; 
Mizuno et al.， 2012)。植物のミネラノレ含量は土壌中ミネラノレ
に大きな影響を受けるため(山根ら， 1989)，放牧地
土壌のミネラルを知ることは重要である。また，放牧家畜
は植物だけではなく， 7.k (Weir， 1972)や土壌 (K1einand 













は人工草地 (3.1ha) と林地 (16.9ha) を，梨の水平牧区
は改良野草池(1.6ha) と林地 (59.4ha) を，あわせて l
つの牧院として用いた。本調査を実施した 2010年には，
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水のミネラル分析
水の採取は 2010年 7月23日， 8月613， 8月20日， 9 




た。各牧区の飲水場から 300m1の水を採取し， GLASS 
MICROFIBRE FILTERS (Whatman⑧)でろ過後， 200 m1に
は濃硝酸を 2%添加し，残り 100m1は無添加のまま，広
口瓶に入れて分析時まで40Cで保存した。分析項目として，
ナトリウム (Na)，マグネシウム (Mg)，硫酸 (S04)，塩
素 (C1)，カリウム (K)，カノレ、ンウム (Ca)，マンガン (Mn)，
鉄 (Fe)，コバルト (Co)，錦 (Cu) および亜鉛 (Zn)濃
度を測定した。 Na，Mg， KおよびCa濃度は原子吸光光度法，










mM Na2CO/1.7 mM NaHC03とした。
土壌中のミネラル分析





縦 10cm X横 5cm X深さ 5cmの土壌を2サンプル採取し，
風乾後，以下の分析に供した。分析項目として， Cu， Zn， 
Mn，有効態P，交換性K，交換性Mg，交換性Ca，Fe， Se， 
Co， Na， C1， S04濃度およびpHを測定した。土壌の Cu，
Zn， Mn，有効態、P，交換性K，交換性描g，交換性 Ca濃度
およびpHは十勝農業協陪組合連合会農産化学研究所に分
析を依頼した。 Na，Co， Feおよび Se濃産は 2%硝酸溶液










大尺牧庄では， Zn濃度が 9月 15日以降に上昇した。また


























月 15日に認められた Na，Mg， Kおよび Ca濃度の低下は，














































































































































































































































Na (mg) Mg (mg) S04 (mg) CI (mg) K (mg) Ca (mg) Mn (!lg) Fe (!lg) Co (!lg) Cu (mg) Zn (!lg) 
103.1 25.2 25.1 72.5 39.2 87.8 206.9 1929.7 0.5 4.5 653.4 六角
大尺 90.5 21.6 19.0 52.6 31.6 87.1 26.5 251.7 0.2 70.4 1274.3 
梨の木平
要求量 2) 3816 3180 
同6360 -15900 





127200 318000 445.2 25440 127000 
22000 
山 318000 -636000 吋 69ヲ6 同 63600 -254400 
1)ウシの飲水量を lH/頭/お (McDowell，1ヲ85) として算出.










平均標準偏差 平均標準偏差 平均標準備楚 平均標準偏差 平均標準偏羨
7月23S 
pH 4.65 0.24 
Na (mg/l00g) 2.13 0.91 
交換性Mg(mgIlOOg) 7.35 1.08 
有効態P(mg/IOOg) 64.03 32.43 
804 (mg/l00g) 2.86 0.23 
CI (mg/l00g) 1.28 0.57 
交換性K (mg/l00g) 12.30 2.38 
交換性Ca(mg/IOOg) 23.80 3.15 
Mn (ppm) 10.96 7.00 
Fe (mglIOOg) 3.22 2.22 
Co (ppm) 0.14 0.06 
C祖 (ppm) 0.06 0.03 
Zn (ppm) 3.00 1.16 
Se (ppb) 0.03 0.01 
10 j 26臼
pH 4.78 0.31 
Na (mgll00g) 1.04 0.28 
交換性Mg(mg/IOOg) 8.90 6.99 
有効態 P (mg/l00g) 58.20 32.46 
804 (mglIOOg) 2.00 0.41 
CI (mgIlOOg) 1.13 0.38 
交換性K (mg/IOOg) 8.85 0.76 
交換性Ca(mg/IOOg) 48.73 69.27 
M訂 (ppm) 13.67 24.60 
Fe (mgIlOOg) 8.58 5.82 
Co (ppm) 0.13 0.07 
Cu (ppm) 0.05 0.02 
Zn (ppm) 3.11 0.87 















































































































































4.98 0お 4.78 0.21 5.5 ~ 6.5 
1.82 0.29 1.95 0.13 
16.98 6.19 16.55 9.29 20 ~ 30 
3.85 1.86 1.98 0.51 20 ~ 50 
3.17 0.28 5.44 5.71 
2.32 1.33 3.01 2.16 
26.10 7.85 15.13 6.46 26 ~ 32 
25.43 13.07 88.58 78.55 569 ~ 797 
59.17 25.40 163.26 121泊 50~ 500 
0.79 0.18 1.30 1.40 
0.15 0.05 0.06 0.07 
0.10 0.04 0.05 0.05 0.5 ~ 8 
9.37 1.76 30.52 18.08 2 ~ 40 
0.04 0.01 0.02 0.00 
4.80 0.22 4.65 0.21 5.5 ~ 6.5 
1.46 0.29 l.l 0 0.57 
23.00 19.92 22.13 20.39 20 ~ 30 
3.05 1.1 2.63 0.57 20 ~ 50 
2.54 0.81 3.60 1.09 
3.17 0.95 2.22 0.34 
23刀 10.48 19.28 8.60 26 ~ 32 
42.10 11.90 93.83 10 1. 84569~797 
99.90 72.99 241.98 199.82 50 ~ 500 
2.83 1.42 1目34 0.76 
0.28 0.10 0.42 0.16 
0.10 0.03 0.07 0.02 0.5 ~ 8 
9.65 3.72 16.53 18.28 2 ~ 40 
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